
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 
学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文学部 
英語コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 
16  12 28 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/


様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/roll_yakuin/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

ガバナンス 

非常勤 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

財務 

非常勤 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

建学の精神 

非常勤 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

2017 年 

10 月 21日 

 ～ 

2020 年 

10 月 20日 

地域連携 

（備考） 

 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/roll_yakuin/


様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その

他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では「シラバス作成ガイドライン」に則り科目担当教員がシラバスを作成する。

シラバスにおいては、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・マップ、また作成ガ

イドラインに基づき、各項目（到達目標、授業の概要、各週の授業計画及び事前学習・

事後学習、評価方法・評価基準、DPとの関連性 等）について明記している。その際、

第三者（学部長、学科長、教学支援部長等）による点検作業を実施し、適正性に欠け

るシラバスについては、担当教員へ修正を指示し、適正な内容へと改善を行っている。 

シラバスは 3月中旬に完成し、ホームページ上で公表している。シラバス活用につい

ては、履修登録ガイドと併せて Web シラバスの利用手順を提示し、履修オリエンテ

ーション（3月下旬）において学生向けに周知している。 

授業計画書の公表方法 https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各授業科目の「評価方法」として、到達目標に対する学修成果の到達度を適切に評

価できる方法及び割合を、シラバスにあらかじめ明示している。 

（例：定期試験〇％、課題・授業外レポート〇％、小テスト〇％ 等） 

また各授業科目の「評価基準」についても、到達目標で示した学修成果の到達度を

評価する際にどこに着目するのか、具体的で客観的な判断基準として「授業別ルーブ

リック評価」を導入し、評価項目と評価基準について、初回講義時に学生に説明する

こととしている。 

学則及び履修規程に従い成績評価と単位認定を行うが、成績表示と素点評価、評価

内容については、学生便覧やホームページ上で説明している。 

学習意欲の把握については、出欠状況管理システムを導入し、出欠情報を一元管理

している。また、出欠調査結果を基に、アドバイザーによる学生指導を実施している。 

 

（参考 ルーブリック利用ガイド：

https://www.ocjc.ac.jp/2019/03/18/20190318_risyuutourokuzenki/） 

（参考 成績評価について：

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#seiseki） 

 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績

の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/
https://www.ocjc.ac.jp/2019/03/18/20190318_risyuutourokuzenki/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#seiseki


（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

1．GPと GPAの算出方法 

  成績評価に対する GPは以下のとおりです。 

判定 成績表示 素点評価 GP 

合格 

秀 Ａ 90 点以上 ４ 

優 Ｂ 80 点 ～ 90点未満 ３ 

良 Ｃ 70 点 ～ 80点未満 ２ 

可 Ｄ 60 点 ～ 70点未満 １ 

不合格 
不可 Ｆ 60 点未満 ０ 

欠 Ｋ － ０ 

合格 認 Ｐ － － 

 

GPAは、以下の計算式にて算出します。 
 

GPA

＝ 

履修科目の換算点［（科目の単位数）×（その科目で得た GP）］の総和 

履修科目の単位数の合計 
 
※小数点第２位まで表記し、第３位を四捨五入しています。 

※履修科目の換算点の総和には、不可（F）及び欠（K）の場合も含みます。 

 

2．GPAの対象外科目 

以下の科目は、GPAの対象になりません。 

（１）教職関連科目で、卒業要件に算入しない科目 

（２）協議に基づく他の大学又は短期大学で修得した単位を認定した科目。 

   ただし、本学と同一法人の併設短期大学を除く 

 （３）外国の大学または短期大学への留学により単位を認定した科目 

 （４）大学以外の教育施設等で修得した単位を認定した科目 

 （５）入学前の既修得単位等を認定した科目 

 （６）編入学・転入学時に単位を認定した科目 

 （７）受講免除科目 

 

3．成績通知書及び成績証明書への記載について 

 各学期の成績評価結果をもとに、９月及び３月に累積 GPA を算出し、成績通知書

及び成績証明書に記載されます。 

 

 



4．履修登録単位数の上限設定 

   単位の実質化として学生の自発的な学習時間を確保するために、GPAによる以下

の履修条件を設定し、適切に実施しています。 

（１）履修科目の GPAが 3.00以上の場合、当該学期における履修登録の上限を 25

単位とします。 

（２）履修科目の GPA が 2.00 以上から 3.00 未満の場合、当該学期における履修

登録の上限を 22単位とします。 

（３）履修科目の GPAが 2.00に満たない場合、当該学期における履修登録の上限

を 20単位以下とします。 

（４）履修条件において、所属学科長との面談により承認された場合は、上記上限

の限りではありません。 

 

5．GPAによる表彰及び修学指導 

GPAが高い学生への表彰や低い学生への修学指導を以下のとおり行います。 

 （１）履修科目の GPAが 3.50以上の場合、優秀学生として卒業時に表彰します。 

（２）履修科目の GPAが 1.50 に満たない場合、アドバイザーによる勧告・指導・

助言を行います。 

（３）履修科目の GPAが 1.00に満たない者には、学部長が退学を勧告することが

できます。 

 

6．成績の分布状況の把握については、「成績分布状況表」（※添付資料）を作成しま

す。 

 

※関連規程 

沖縄キリスト教学院大学履修規程 （成績評価と単位認定）第 12条 

沖縄キリスト教学院大学履修規程 （GPA制度）第 13条 

 

 

※添付資料 

人文学部（英語コミュニケーション学科）「成績分布状況表」 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA 

 

及び学生便覧で公表（学生便覧は新入生全員に配布） 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA


４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

沖縄キリスト教学院大学 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（１）「仕えられるためではなく仕えるために」他者と協働し、キリストの精神を礎と

した平和な地域社会・国際社会の実現へ貢献することができる（キリスト教・

平和・社会貢献）。 

（２）高い人権意識と語学力を持って他者の考えや思いを理解するとともに主体性を

持って自分の考えを表現し、平和的なコミュニケーションを実践することがで

きる（語学力・社会的倫理観・コミュニケーション能力）。 

（３）他者の文化や社会、歴史や価値観が多様であることを深く理解し、寛容性と責

任感のある地球市民として共生を目指し行動できる（多文化共生）。 

（４）修得した知識・技能を活かして地域社会の課題を発見・解決できる（地域貢献）。 

 

英語コミュニケーション学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

1. 自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するた

めに共に歩むことができること 

2. 高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

3. 幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会

の課題に向き合えること 

4. 地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献で

きること 

 

沖縄キリスト教学院大学学則 

（卒業・学位） 

第４４条 本学に４年以上在学し、別表第１に掲げる所定の授業科目数及び単位数を

取得した者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 学長は、前項の卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

３ 卒業の認定および卒業証書・学位記授与は、３月および９月に行う。 

（学位の授与） 

第４５条 学長は、卒業を認定した者に学士（英語コミュニケーション学）の学位を

授与する｡ 

 

 

●「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」を踏まえた上で、所定の授

業科目数及び単位数を取得した学生に対し、学則第 44条及び第 45条に則り、卒業を

認定し学位を授与します。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学 https://www.ocjc.ac.jp/ocu/policy_ocu/ 

学科 https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/ 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/policy_ocu/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/


様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

収支計算書又は損益計算書 https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

財産目録 https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

事業報告書 https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

監事による監査報告（書） https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2019年度事業計画  対象年度：2019年度 ） 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

中長期計画 

（名称：沖縄キリスト教学院第４次中長期五カ年計画 対象年度：2017 年度～2021

年度） 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho02
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03


（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、入

学者の受入れに関する方針の概要 

学部等名 人文学部 英語コミュニケーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/mokuteki_ocu/） 

（概要） 

人文学部 

沖縄キリスト教学院大学は、建学の精神、大学の使命・目的、及び基本理念を踏まえ、

人文学部の教育目的・理念を以下のように定める。 

（１）聖なるものへの畏敬の念を養う 

（２）多様性の中に調和を求める心を養う 

（３）人類の福祉の向上に貢献できる能力を養う 

（４）グローバル化・情報化・複雑化社会に対応する能力を涵養する 

 

英語コミュニケーション学科 

国際化・グローバル化する世界の文化・経済・政治等の国際交流の場において、事実上

の国際共通語（de facto international language）となっている英語において、高度の

コミュニケーション能力をもって、効果的かつ分別をもって運用できる人材を育成す

る。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

1. 自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するため

に共に歩むことができること 

2. 高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

3. 幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会の

課題に向き合えること 

4. 地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献でき

ること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

1. キリスト教関連科目や初年次教育、英語を使ったディスカッション・ディベート

の授 業、3・4年次の論文執筆・共同プロジェクト、異文化コミュニケーション

等の科目をとおして、自己受容と他者への共感力を養い、他者と平和的関係を築

くためのコミュニケーション能力を育む教育を行う。 

2. 初めの 2年間のオーラル・文法／作文・講読の英語コア科目から上級ライティン

グ、翻訳通訳まで 4年間をとおして「汎用的技能」として英語能力を高める。

CEFR等のルーブリック方式を活用した客観的基準で評価できる英語コミュニケ

ーション力を養う教育を行う。また英語によるプレゼンテーション能力・自己表

現力・情報発信力を育む教育を行う。 

3. 国際平和学、インターンシップを含めた社会学習、実践的なコミュニケーション

能力を涵養する多様な教養科目をとおして、高度にグローバル化していく世界で

協働・行動するための能力や判断力を育む教育を行う。 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/mokuteki_ocu/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/


4. 沖縄研究、異文化理解、海外研修・実習、ビジネス関連科目等をとおして、グロー

バル化する世界の中で地域社会の多様化・流動化に対応するための知識と行動力を

養う教育を行う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

1. 本学の「建学の精神」と社会的使命に賛同し、その実現に向け共に歩む者 

2. 英語をマスターするための努力を惜しまず、英語を使って社会で活躍したい者 

3. 英語など主要科目において一定の知識や技能を有している者 

4. 自分の考えを表現し、他の人の意見を聞くことにおいて適切な思考力と判断力が

発揮できる者 

5. 様々な課題に主体的に臨みつつ、他者と力を合わせることができる者 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/ 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/


③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人・1 人 － 2 人 

人文学部 － 8 人 5 人 1 人 0 人 0 人 14 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 38 人 38 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/faculty_ocu_ecom/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

「沖縄キリスト教学院大学及び沖縄キリスト教短期大学ＦＤ委員会」を設置し、教育内容・

方法等の改善を図るため、様々なＦＤ活動を全学的に行っている。 

【主な活動内容】 

・各種アンケートの実施（新入生アンケート、授業改善アンケート、学生生活実態調査、

満足度調査、卒業時アンケート） 

・ティーチング・アワード及び授業参観の実施 

・ＦＤワークショップの実施（9月、3月） 

・英文法科目、英語講読科目、Oral Communication 科目においては、毎学期開始前に非

常勤講師を含む科目担当者へ、講義全般にかかる共通確認や意見交換会を実施。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数及

び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文学部 90 人 88 人 97.8％ 390 人 459 人 117.7％ 15 人 11 人 

合計 90 人 88 人 97.8％ 390 人 459 人 117.7％ 15 人 11 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含

む。） 

その他 

人文学部 
97 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

71 人 

（  73.2％） 

26 人 

（  26.8％） 

合計 
97 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

71 人 

（  73.2％） 

26 人 

（  26.8％） 

 

 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/faculty_ocu_ecom/


（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

 

1.就職先 

イオン琉球（株） 

カネボウビューティーカウンセリング（株） 

（株）みずほ銀行 那覇支店 

（株）沖縄銀行 

大同火災海上保険（株） 

ヒルトン沖縄北谷リゾート 

（株）ワコール 

ＪＡＬスカイエアポート沖縄（株） 

ＡＮＡ沖縄空港（株） 

社会医療法人友愛会 

 

（備考） 

 

  



 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 

修業年限期間

内 

卒業者数 

留年者数 中途退学者数 その他 

人文学部 
88 人 

（100％） 

48 人 

（54.6％） 

28 人 

（31.8％） 

12 人 

（13.6％） 

0 人 

（0％） 

合計 
88 人 

（100％） 

48 人 

（54.6％） 

28 人 

（31.8％） 

12 人 

（13.6％） 

0 人 

（0％） 

（備考） 

・入学者に 10月入学生は含まない。 

・留年者数には、留学等の休学により在籍不足となる学生（27人）を含む。 

・中途退学者については、除籍（3人）を含む。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

 授業科目について、本学では「シラバス作成ガイドライン」に則り科目担当教員がシラ

バスを作成する。シラバスにおいては、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・マップ、

また作成ガイドラインに基づき、各項目（到達目標、授業の概要、各週の授業計画及び事

前学習・事後学習、評価方法・評価基準、DP との関連性 等）について明記している。そ

の際、第三者（学部長、学科長、教学支援部長等）による点検作業を実施し、適正性に欠

けるシラバスについては、担当教員へ修正を指示し、適正な内容へと改善を行っている。 

 シラバスは 3月中旬に完成し、ホームページ上で公表している。シラバス活用について

は、履修登録ガイドと併せて Webシラバスの利用手順を提示し、履修オリエンテーショ

ン（3月下旬）において学生向けに周知している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること  

（概要） 

学修の成果に係る評価は、各授業科目の「評価方法」として、到達目標に対する学修成

果の到達度を適切に評価できる方法及び割合を、シラバスにあらかじめ明示している。 

（例：定期試験〇％、課題・授業外レポート〇％、小テスト〇％ 等） 

また各授業科目の「評価基準」についても、到達目標で示した学修成果の到達度を評価

する際にどこに着目するのか、具体的で客観的な判断基準として「授業別ルーブリック評

価」を導入し、評価項目と評価基準について、初回講義時に学生に説明することとしてい

る。 

客観的な指標として GPA 制度を採用しており、活用状況については下記 URL にて公

表している。 

卒業の認定に当たっては、以下の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」 

を踏まえた上で、所定の授業科目数及び単位数を取得した学生に対し、学則第 44 条及び

第 45条に則り、卒業を認定し学位を授与している。 

 

【沖縄キリスト教学院大学】 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（１）「仕えられるためではなく仕えるために」他者と協働し、キリストの精神を礎と

した平和な地域社会・国際社会の実現へ貢献することができる（キリスト教・平和・

社会貢献）。 



（２）高い人権意識と語学力を持って他者の考えや思いを理解するとともに主体性を持

って自分の考えを表現し、平和的なコミュニケーションを実践することができる

（語学力・社会的倫理観・コミュニケーション能力）。 

（３）他者の文化や社会、歴史や価値観が多様であることを深く理解し、寛容性と責任

感のある地球市民として共生を目指し行動できる（多文化共生）。 

（４）修得した知識・技能を活かして地域社会の課題を発見・解決できる（地域貢献）。 

 

【英語コミュニケーション学科】 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

１．自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するため

に共に歩むことができること 

２．高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

３．幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会の

課題に向き合えること 

４．地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献でき

ること 

 

【沖縄キリスト教学院大学学則】 

（卒業・学位） 

第４４条 本学に４年以上在学し、別表第１に掲げる所定の授業科目数及び単位数を取

得した者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 学長は、前項の卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

３ 卒業の認定および卒業証書・学位記授与は、３月および９月に行う｡ 

（学位の授与） 

第４５条 学長は、卒業を認定した者に学士（英語コミュニケーション学）の学位を授

与する｡ 

 

 

 

 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上

限 

（任意記載事項） 

人文学部 
英語コミュニケ

ーション学科 
124 単位 有・無 ※最大 25単位 

ＧＰＡの活用状況 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

・学生による授業改善・評価アンケート結果 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho11 

・学生生活実態調査報告書 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho12 

・学生満足度調査 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho13 

・資格取得奨励金給付実績 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2019/06/2018_qualificationrecord.pdf 

 

 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho11
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho12
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho13
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2019/06/2018_qualificationrecord.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2019/06/2018_qualificationrecord.pdf


⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法： 

教育環境：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/info_edu/ 

校地・校舎：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/kouti/ 

キャンパスマップ：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/cmap/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文学部 

英語コミ

ュニケー

ション 

学科 

660,000 円 130,000 円 160,000 円 教育充実資金（年間） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること  

a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

1.奨学金 

意欲と能力があり、経済的理由により、学費援助を必要とする学生のために本学独自の

奨学金があり、すべて給付型（返還不要）である。 

 

2.学習支援センター 

学生チューターとセンター員（教員）を配置し、英語など、在学生の学習を支援してい

る。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

1.就職について 

キャリア支援課において、徹底した「個別支援」、きめ細やかな就職支援を行ってい

る。 

（１）個別相談・個別支援 

（２）就活パーソナルメニュー相談会 

（３）進路セミナー（6月） 

（４）就活スタートアップセミナー 

（５）キャリア＆アカデミックプラニング講座 

（６）就職ガイダンス（Tcafe） 

（７）就職体験☆合宿 

（８）業界研究 cafe 

（９）学内企業説明会の開催 

 ①学内企業説明会/就職説明会  ②マッチング Cafe 

（１０）各種資格/試験対策講座の開講 

 ①英検対策講座 ②TOEIC対策講座 ③日本語検定 3級対策講座 

（１１）採用試験対策 

 ①公務員・SPI 試験対策講座  ②一般常識模擬試験  ③ＳＰＩ模擬試験 

（１２）講義との連携 

（１３）保護者向け就職情報の提供 

（１４）県外就職促進事業 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/info_edu/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/kouti/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/cmap/


（１５）資格取得奨励金給付（英検、TOEICを含め英語系資格取得者への奨励金） 

 

2.進学について 

大学院進学についての各種相談、情報提供等を学生課にて行っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生一人ひとりに入学と同時に担当教師（アドバイザー）を決定し、何でも気軽に話

し合える関係づくりと学生のアカデミックライフの資質向上を目標としたオフィスアワ

ーの体制をとっており、学生個々人の豊かな自己発展につながるよう支援している。 

・専門のカウンセラーによる面談・メールでの相談を受けている。 

・毎年 4月（復学者は 9月）に健康診断を実施し、学生の身体状況を把握している。結

果により校医等による相談・指導などフォローアップを行っている。 

・障害学生に対しては、規程を整備し全学生が等しく情報を共有できるよう大学全体で

サポートできる体制を整えている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/eduinfo/ 

 

 

https://www.ocjc.ac.jp/eduinfo/

